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研究における「夢」を忘れずに

研究コーディネータ　八木 一行

日、ある国際研究機関の新しい研究計画を

議論する会合に参加しました。来年度から

開始される組織をあげてのプロジェクトについ

て、関連する研究機関からのコメントと協力を求

めるもので、この種の議論における手順通り、限

られた時間のなかで情報と意見の交換が行われま

した。そのなかで、ひとつ、とても印象に残った

ことがありました。研究所の代表である副所長が

研究計画について、「私の夢のひとつは……」、

「……これも私の夢である。」と繰り返し情熱的に

語っておられたことです。

　わが国の独立行政法人研究機関や多くの国際研

究機関の使命は、社会的な問題解決の要請に対し

て科学的論拠を与え、研究成果を社会に還元する

ことにあります。したがって、これらの機関での

将来の研究計画の策定においては、問題の重要度

と優先度が第一に考慮され、研究所の現在の戦力

と将来可能な戦力をかんがみながら、最大の成果

が得られるように議論がなされます。これらの議

論の過程は、ともすれば、機械的・論理的に進め

られ、できあがった研究計画には、「……必要であ

る。」「……評価する。」「……開発する。」などの

言葉が並びます。しかし、その無機質にも見える

ひとつひとつの文章のなかに、計画の策定に関与

したひとりひとりの思いがにじんでいるはずです。

そのような研究者と研究所全体の熱意を「夢」とし

て率直に表現できることは、研究機関全体にとっ

ても、あるいは所員ひとりひとりに対しても、と

ても大切なことであるとあらためて考えさせられ

ました。

　どんな職業でも達成感の得られることは仕事に

対する強い原動力になりますが、研究所と研究者

は、その仕事のなかで具体的な夢を持つことがで

きるきわめて幸福な集団です。研究の成果が技術

として普及して農業の現場で活用される、発表し

た科学論文が評価され世界の科学の進展にいくら

ばかりでも貢献できる、国の政策指針や国際的な

報告書に引用される、新たな発見がそれまでの教

科書を改訂する、大型プロジェクトを組織し自分

の夢に共感する仲間を集める、……などなど、さ

まざまな夢があるでしょう。それらの軽重を図る

ことは困難ですが、いずれにせよ、研究推進のた

めに必須の原動力になることと思います。

　けれども、早朝にみた夢も出勤するころには忘

れてしまうように、毎日の作業や原稿の締め切り、

年度計画の達成や分担された会議の出席などに追

われるなか、仕事でみた夢を遙か彼方へ置き忘れ

てしまうことも多いでしょう。あるいは、研究所

の役割分担のなかでは、自分の夢をとりあえず置

いて別の課題を担当しなければならない場合もあ

るでしょう。しかし、それだって研究所の夢のひ

とつです。研究を始めた頃の夢もまだまだ残って

いるでしょうし、仕事の進展に従って新しい夢も

生まれると思います。

　ある女の子が父親に言いました。

「おとうさん、私の一生の夢は漫画家になる

ことなの。」

「 え ー、 昨 日 は ケ ー キ 屋 さ ん っ て 言 っ て た

じゃない。」

「 う ん、 ケ ー キ 屋 さ ん や め た の。 漫 画 家 は 今

日の一生の夢！」

　本年4月1日付で国際連携担当の研究コーディ

ネータを拝命致しました。数多くある研究所と研

究者の夢を最大限生かせるよう、微力ではありま

すが努めて行きたいと思います。所内外の関係す

るみなさまからのご指導・ご鞭撻をいただけます

よう、よろしくお願い致します。
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